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１．環境経営方針 
 

環境経営方針 
 

 

《理念》 

 深田パーカライジング株式会社は、人と地球に優しい環境を次世代に引き継いでいくため、環

境保全を推進することが企業の社会的責任であるとし、事業活動を通して地球環境への負荷軽減

に努力します。 

 

《基本方針》 

 当社は環境理念の実現に向け、環境経営を経営の重要な要素として取り込み、より戦略的な環

境への取り組みを行います。そして、当社の事業である溶融亜鉛めっき、電気めっきの活動が、

環境に与える影響を常に認識し、全社員で以下の活動を実施します。   

 

１．めっきにともなう化学物質の適正管理に努めます。 

       ２．資源の再利用と廃棄物の削減に努めます。 

       ３．電気・ガス・水道の使用量を削減します。 

       ４．周辺地域へ社会貢献に努めます。 

       ５．ステークホルダーとともに環境保全活動を推進します。 

       ６．環境関連法令を遵守します。 

    ７．環境経営の継続的改善を推進します。 

 
 

上記の環境経営方針を全従業員に周知徹底します。 

 
 
2020 年 9 月 4 日 

深田パーカライジング株式会社 代表取締役    深田 明生 
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２．事業所の概要 
 (1)事業所名及び代表者氏名 
  事業所名：深田パーカライジング株式会社 
    代表者氏名：深田 明生 
  
 
 (2)所在地 
〒144-0033 東京都大田区東糀谷 1-6-16 
http://www.fukadaparker.co.jp 
 
 (3)事業内容 
金属表面処理（溶融亜鉛めっき、電気めっき） 
 
  〈めっきの種類〉 
      ・溶融亜鉛めっき（JIS 認証工場） 
     
      ・電気めっき 
            亜鉛めっき（6 価クロメート、3 価クロメート、3 価黒クロメート） 
         銀めっき（半光沢、無光沢、軟質） 
         すずめっき（光沢、無光沢） 
         はんだめっき 
         鉛めっき 
        
 (4)事業規模 
  従業員数：64 名 
  敷地面積：2,419 m2 
    売上高：    年 度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 

 本社工場売上高   685 百万円   661 百万円   712 百万円 

                               ※年度＝4 月～翌 3 月 
 

(5)取組の対象範囲 
  全組織・全事業活動 
 
 
 
 
 (6)環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

環境管理責任者氏名：常務取締役 井口篤 
 

連絡先担当者氏名 ：品質管理課 課長 古舘敦子 
連絡先：TEL 03-3743-0216 

          FAX 03-3745-5271 
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３．実施体制                                                        2022 年 9 月 4 日 

環境管理組織体制図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
社 長 
・経営における課題とチャ

ンスの明確化 
・環境経営方針の制定 
・環境管理責任者の任命 
・環境経営目標の承認  
・全体の評価と見直し 
・実施体制の見直し 
・環境経営レポートの承認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     

  
 
工場長 
・環境管理システムの運用 
 状況のチェック 
・環境管理推進の指導 

  
 
環境管理責任者 
・環境管理システムの構築 
 運用 
・環境経営目標の起案 
・教育計画の策定 

 
 

 

    
環境管理事務局 
  品質管理課 
  環境保全課 
・データのとりまとめ 
                  他 

 
 
安全衛生・環境委員会 
  委員：化工一課（大釜） 
     化工一課（小釜） 
     化工一課（酸場） 
     化工二課 

  化工三課 
  化工五課 

     業務課・品質管理課 
   書記：化工三課 
 ・安全活動の推進 
 ・環境管理の推進 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   
 

  
        
  

業 務 部 
 ・環境管理活動   

 
 
 

 
化 工 一 課 
・環境管理活動 

  
化 工 二 課 
・環境管理活動 

  
 化 工 三 課 
 ・環境管理活動 

  
化 工 五 課 
・環境管理活動 
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４．エコアクション２１への取り組み  
  2007 年 9 月 社長、他２名がエコアクション 21 の講習会（東京都鍍金工業組合主催）に参加。 
 
 2008 年 4 月 環境管理活動を実施し、エコアクション 21 の認証を取得することを決定。 
               コンサルタントによる環境管理推進者の教育を開始。 
  
 2008 年 5 月～6 月 過去 3 年間の環境負荷のデータの取りまとめ。 
                       環境方針の決定（制定日 平成 20 年 6 月 26 日） 
                       環境目標の決定 
            実施計画の決定 
                       実施体制の決定 
 
 2008 年 6 月末 エコアクション 21 認証取得に向けてキックオフ。 
 
 2008 年 7 月 1 日 システム運用開始。 
 
 2008 年 7 月 環境問題とエコアクション 21 についての勉強会。 
 
 2008 年 9 月 環境活動の中間報告。取り組みへの評価と見直し。 
 
 2008 年 10 月 エコアクション２１登録審査申し込み。 
 
 2009 年 2 月 エコアクション２１認証登録。 
 
  2011 年 2 月 エコアクション２１更新審査。 
 
 2013 年 2 月 エコアクション２１更新審査。 
 
 2013 年 6 月 設立６０周年祝賀会。 
 
 2015 年 2 月 エコアクション２１更新審査 
 
 2016 年 12 月 化学物質の適正使用に関する勉強会 
 
 2017 年 2 月 エコアクション２１更新審査 
 
 2018 年 8 月 社内耐震工事完了 
 
 2019 年 3 月 新事務所棟完成 
 
 2019 年 6 月 エコアクション２１ ２０１７年度版にて運用開始 
 
 2020 年 5 月 新工場建屋完成 
 
 2021 年 1 月 化工五課始動 
 

2021 年 11 月 防災訓練 
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５．環境経営目標 
①化学物質の使用量が適切であるか確認する。 
②トリクレン使用量を 2018 年度の実績に対し、5 年間で 2.5％削減。2021 年度で 1.5％削減。 

          ③廃棄物の排出量を 2018 年度の実績に対し、5 年間で 2.5%削減。 
             2021 年度で 1.5％削減。 
     ④CO2 の排出量を 2018 年度の実績に対し、5 年間で 2.5%削減。 
       2021 年度で 1.5％削減。 
      ⑤水使用量を 2018 年度の実績に対し、5 年間で 2.5%削減。 
             2021 年度で 1.5％削減。 
          ⑥周辺地域との協調と社会貢献。 

⑦有害物質を含有しない製品を生産する。 
     ⑧排水について自主基準値を設け、遵守する。 
 

６．環境への負荷と目標値  
 評価にあたっては工場の売上げ 100 万円当たりの数値を比較している。 
 目標値は 2018 年度の実績に対し 5 年間で 2.5%削減としており、毎年 0.5%ずつ目標値を減少させている。                    

※年度＝4 月～翌 3 月 

 

 
 単位 2018 年度 

実績 
2019 年度 
目標値 

2020 年度 
目標値 

2021 年度 
目標値 

2022 年度 
目標値 

2023 年度 
目標値 

購入電力 
     対売上げ比 

KWh 
KWh/百万 

 541,051 
    1,040 

  
    1,035 

  
    1,030 

  
    1,025 

  
    1,020 

 
   1014 

化石燃料(都市ガス) 
       対売上げ比 

m3 
m3/百万 

 297,017 
     571 

  
     568 

  
     565 

  
     563 

  
    560 

 
   557 

化石燃料（ガソリン他） 
       対売上げ比 

L 
L/百万 

  18,051 
      35 

  
      34 

  
     34 

  
      34 

  
      34 

 
    34 

二酸化炭素排出量※1 
       対売上げ比 

kg 
kg/百万 

 932,620 
    1,794 

  
    1,785 

  
    1,776 

  
    1,767 

  
    1,758 

 
   1,749 

産業廃棄物排出量 kg 
kg/百万 

  52,635 
     101 

  
     101 

  
     100 

  
     100 

  
      99 

 
      99 

特別管理産業廃棄物 
     排出量 

kg 
kg/百万 

  90,370 
     174 

  
     173 

  
    172 

  
     171 

  
     170 

 
   169 

一般廃棄物排出量 kg 
kg/百万 

     715 
     1.4 

  
     1.4 

  
      1.4 

  
      1.4 

  
      1.4 

 
      1.3 

水使用量 ｍ3 
m3/百万 

  18,011 
     35 

  
      34 

  
      34 

  
      34 

  
      34 

 
      34 

トリクレン使用量 kg 
kg/百万 

    8,975 
     17.3 

  
     17.2 

  
    17.1 

  
    17.0 

  
    17.0 

 
    16.9 

 
※1：二酸化炭素排出量は環境省により発表された、平成 30 年度の電気事業者ごとの調整後排出係数のうち、

東京電力エナジーパートナー株式会社の排出係数(0.000455(t-CO2/kWh))より算出した。 
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７．環境活動の実施計画  
①化学物質の適正使用 
   具体策 ⅰ）化学物質の使用量をデータ化する。 
       ⅱ）設備の利用に関するマニュアルを作成する。 
       ⅲ）作業者向けの勉強会を開く。 
 
②トリクレンの使用量の削減 
   具体策 ⅰ）冷却設備の維持管理。 
       ⅱ）蒸発防止の風よけカバーの取り付け。 
       ⅲ）局所排気装置の見直し 
 
③廃棄物の削減 

具体策 ⅰ）ゴミの分別の徹底。 
ⅱ）産業廃棄物の管理の徹底。 
ⅲ）ゴミの再利用の推進。 
ⅳ）包装資材の簡素化、再利用の要請。 

 
④CO2 排出量の削減 
   ・電気の使用量を削減する。 

具体策 ⅰ）昼休みに照明を消す。 
         ⅱ）不要な電灯、エアコンをこまめに消す。 
         ⅲ）電灯を省エネタイプにする。 
         ⅳ）照明点灯範囲の細分化。 

ⅴ）不要な電灯の削減。 
      
  ・ガスの使用量を削減する。 

具体策 ⅰ）蒸気配管の漏れを修繕する。 
       ⅱ）釜を早めに保温にする。 
       ⅲ）高効率設備の導入。 
 
   ・ガソリン、軽油の使用量の削減 

具体策 ⅰ）アイドリングストップ。 
         ⅱ）自動車の点検整備。 
 
⑤水使用量の削減 
   具体策 ⅰ）給水の手元コック 
       ⅱ）排水の再利用 
       ⅲ）クーラーの排水の利用 
 
⑥社会貢献 
   具体策 ⅰ）会社周辺の清掃。 

ⅱ）災害時の飲料水等の備蓄。 
 
⑦有害物質を含有しない製品の生産 
   具体例 ⅰ）６価クロムフリーのめっきラインの維持管理。 
       ⅱ）再生資源の回収。 
       ⅲ）ステークホルダーへの啓蒙活動。 
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⑧排水規制の遵守 
具体策 ⅰ）排水についての自主規制値をもうける。 

          ⅱ）高濃度廃液の処分についてはルールを設け、遵守する。 
 
⑨その他 
・工場内の整理整頓 
              ⅰ）整流器、ろ過器、クーラーの掃除。 

ⅱ）ゴミ置き場周辺の片づけ。 
ⅲ）不要な薬品、汚泥の処分。 
ⅳ) 安全パトロールの実施。 

       ⅴ）工場建屋の改修工事 
 

８．環境活動の取り組み内容と結果の評価  
 (1)環境への負荷及び 2021 年度の目標 
 2018 年度の結果を基準に目標を立て、2023 年度まで毎年 0.5%ずつの削減を継続する。 
 2021 年度は、2018 年度を基準とし、削減目標を 1.5%とする。 
                                                                   

 単位 2018 年度 
実績 

2021 年度 
目標値 

2021 年度 
結果 

 
評価 

2022 年度 
目標値 

購入電力 
     対売上げ比 

KWh 
KWh/百万 

 541,051 
    1040 

   
    1025 

 562,256 
    1145 

△  
   1020 

化石燃料(都市ガス) 
       対売上げ比 

m3 
m3/百万 

 297,017 
     571 

   
    563 

 283,870 
     578 

△ 
  

 
    560 

化石燃料（ガソリン他） 
       対売上げ比 

L 
L/百万 

  18,051 
      35 

   
     34 

  21,884 
      45  

△ 
  

 
     34 

二酸化炭素排出量(※1)  
       対売上げ比 

kg 
kg/百万 

 932,620 
    1,794 

   
   1,767 

923,599 
   1,880 

△ 
  

 
   1,758 

産業廃棄物排出量 kg 
kg/百万 

  52,635 
     101 

   
    100 

  61,130 
     124 

△ 
  

 
     99 

特別管理産業廃棄物 
        排出量 

kg 
kg/百万 

  90,370 
     174 

   
    171 

  77,730 
     158 

◎ 
  

 
    170 

一般廃棄物排出量 kg 
kg/百万 

     715 
     1.4 

   
     1.4 

   945 
     1.9  

△ 
  

 
     1.4 

水使用量 ｍ3 
m3/百万 

  18,011 
     35 

   
     34 

  19,138 
      39 

△  
     34 

トリクレン使用量 kg 
kg/百万 

    8,975 
     17.3 

 
    17.0 

  13,100 
     26.7 

△ 
  

 
    17.0 

                           ◎：目標を達成している  △：今後の課題とする 
※1：二酸化炭素排出量は環境省により発表された、平成 30 年度の電気事業者ごとの調整後排出係数のうち、

東京電力エナジーパートナー株式会社の排出係数(0.000455(t-CO2/kWh))より算出した。 
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  (2)環境への取組み自己チェック結果 
 

                 チェック項目 チェック結

果の点数 
/ 満点の点数 

 1 事 業 活 動 へ の イ ン プ ッ ト に 関 す る 項 目           
小計 

251  332 

 1)省エネルギー 119  174 
 2)省資源 54  58 
 3)水の効率的利用及び日常的な節水 33  52 
 4)化学物質使用量の抑制及び管理 45  48 
2 事 業 活 動 か ら の ア ウ ト プ ッ ト に 関 す る 項 目        

小計 
124  168 

 1)温室効果ガスの排出抑制、大気汚染等の防止 29  44 
 2)廃棄物等の排出抑制、リサイクル、適正処理 71  94 
 3)排水処理 20  22 
 4)その他生活環境に係る保全等の取組等 4  8 
3 製 品 及 び サ ー ビ ス に 関 す る 項 目             

小計 
68  100 

 1)グリーン購入（環境に配慮した物品の等の購入、使用等） 18  36 
 2)製品及びサービスにおける環境配慮 50  64 
4 その他                       小計 29  44 
 1)生物多様性の保全と持続可能な利用のための取組 0  0 
 2)環境コミュニケーション及び社会貢献 17  32 
 3)施主・事業主における建築物の増改築、解体等にあたっての

環境配慮 
12  12 

 総合結果 472  644 

 
 新型コロナウイルスの流行もあり、今年度は環境への新たな取り組みはできなかったが、従来のものは継続

して行った。 
 
 (3)１年間の取組の評価 
 ①化学物質については、適正使用ができた。 

 ②トリクレンの使用量については、目標を達成でなかった。基準年である２０１８年度よりも設備が増え、ト

リクレン処理が必要な製品が増えたためと考えられる。 

  ③廃棄物の削減については、産業廃棄物および一般廃棄物において目標を達成できなかった。産業廃棄物に

ついては、排水処理設備の更新により排水の処理条件が変わったため、脱水汚泥の発生量が増えたことが

原因と考えられる。 
一般廃棄物については、新型コロナウイルスの感染対策のための紙ごみが増加したことが原因と考えられ

る、 

 ④電気使用量は目標を達成できなかった。化工五課が稼働し、換気扇など常時電力を消費する設備が増えた

ためと考えられる。 
  ガスの使用量は目標値を達成できなかった。総使用量は基準年の２０１８年度よりも低いが、売り上げが

低かったため目標を達成できなかったと考えられる。 
ガソリン類については、目標を達成できなかった。顧客対応のため、配送先が増加したことが原因と考え

られる。 
電気ガスガソリン類の目標を達成できなかったため、二酸化炭素の目標も達成できなかった。 

 ⑤水使用量は目標を達成できなかった。電気同様化工五課が稼働し、水洗水など常時使う水の量が増えたた

めと考えられる。 



p. 10 
 

 ⑥社会貢献については、定期的な会社周辺の清掃を継続しておこなった。また、災害に備え、非常食と飲料水 
 を備蓄を維持できた。 

 ⑦環境に優しいめっきの生産については、6 価クロムフリーのめっきラインの維持管理、めっきの回収槽 
および治具剥離槽から金属分の回収を継続している。 

 ⑧排水規制の遵守については、自主規制値をもうけ、規制値を守ることができた。 

 ⑨工場内の整理整頓については、化工一課大釜の溶融亜鉛めっき釜の局所排気装置のダクトを更新した。 

 
 (4)２０２２年度の環境目標と主な取り組み 
 ・２０２２年度は、２０１８年度を基準とした活動を行う。 
 ・継続的に教育・安全・設備に重点を置いた以下の実施計画を行う。 

①化学物質の適正使用 
     具体策 ⅰ）化学物質の使用量をデータ化する。 
         ⅱ）設備の利用に関するマニュアルを作成する。 
         ⅲ）作業者向けの勉強会を開く。 

②トリクレンの使用量の削減 
   具体策 ⅰ）冷却設備の維持管理。 
       ⅱ）蒸発防止の風よけカバーの取り付け。 
       ⅲ）局所排気装置の見直し 

③廃棄物の削減 
具体策 ⅰ）ゴミの分別の徹底。 

ⅱ）産業廃棄物の管理の徹底。 
ⅲ）ゴミの再利用の推進。 
ⅳ）包装資材の簡素化、再利用の要請。 

④CO2 排出量の削減 
      ・電気の使用量を削減する。 

具体策 ⅰ）昼休みに照明を消す。 
           ⅱ）不要な電灯、エアコンをこまめに消す。 
           ⅲ）電灯を省エネタイプにする。 
           ⅳ）照明点灯範囲の細分化。 

ⅴ）不要な電灯の削減。 
     ・ガスの使用量を削減する。 

具体策 ⅰ）蒸気配管の漏れを修繕する。 
         ⅱ）釜を早めに保温にする。 
         ⅲ）高効率設備の導入。 
      ・ガソリン、軽油の使用量の削減 

具体策 ⅰ）アイドリングストップ。 
           ⅱ）自動車の点検整備。 

⑤水使用量の削減 
   具体策 ⅰ）給水の手元コック 

         ⅱ）排水の再利用 
         ⅲ）クーラーの排水の利用 

⑥社会貢献 
   具体策 ⅰ）会社周辺の清掃。 

ⅱ）災害時の飲料水等の備蓄。 
 

⑦有害物質を含有しない製品の生産 
     具体例 ⅰ）６価クロムフリーのめっきラインの維持管理。 
         ⅱ）再生資源の回収。 
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         ⅲ）ステークホルダーへの啓蒙活動。 
⑧排水規制の遵守 

具体策 ⅰ）排水についての自主規制値をもうける。 
            ⅱ）高濃度廃液の処分についてはルールを設け、遵守する。 

⑨その他 
・工場内の整理整頓 

                ⅰ）整流器、ろ過器、クーラーの掃除。 
ⅱ）ごみ置き場周辺の片づけ。 
ⅲ）不要な薬品、汚泥の処分。 
ⅳ) 安全パトロールの実施。 

        ⅴ）工場建屋の改修工事 
 
 ・教育訓練の強化。社外・社内研修の実施。 
 

９．環境関連法規への違反、訴訟等の有無  
 【当社が関係する主な環境関連法規】 
   ・下水道法 
   ・大気汚染防止法 
   ・毒物及び劇物取締法 
   ・特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理改善の促進に関する法律 
   ・都民の健康と安全を確保する環境に関する条例 

・フロン排出抑制法 
 
 ２０２２年１１月８日に環境関連法令の遵守に関する評価を行い、違反がないことを確認できた。 
 また、活動期間中の関係当局よりの違反等の指摘はなかった。 
 

１０．外部コミュニケーション  
 活動期間中の関係当局よりの違反等の指摘はなかった。また、近隣からの苦情等もなかった。 
 

１１．代表者による評価と見直し  
 〈評価〉 
 売り上げが大きく伸びない中、単位売り上げ当たりの環境負荷目標値とのずれが年々大きくなってきている。

FPR 委員会などの進行に、必ず環境活動についても盛り込まれるように変更し、これらを最大限活用して全社

的な取り組みにつながるよう、システム的な運用を行うこと。 
 
 
〈見直し〉 
   ●環境経営方針    …会社環境に合わせ見直し 
   ●環境経営目標    …環境経営方針に合わせ見直し 
   ●環境経営計画    …活動状況に合わせて変更のこと 
   ●環境経営システム  …継続 
   ●実施体制      …継続 
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１２．編集後記 
依然としてコロナ禍の影響が色濃く出ており、昨年に引き続き感染症対策などの対応に追われた 1 年であっ

た。東京オリンピック・パラリンピックが無事に開催されたが、景気にはほとんど影響がなく、売り上げも伸

び悩んだ。環境目標が単位売り上げ当たりの数値であるため、達成状況も振るわなかった。暗い話題も多い

中、４月には新卒の新入社員が４名入った。中途採用も含めるとこの前後の時期に８名の新しい仲間が増え

た。環境教育も交えつつ、負荷低減への取り組みをよりいっそう推進していく。 
従来の基準による環境目標達成がかなり厳しいものとなっている。新たな生産ラインが増えたことや顧客要

求の高まりなどの変化もあり、指標や実施計画の再検討など抜本的な見直しが必要であると考えられる。若い

人材の力を活かして新たなステップを踏み出していきたい。 

 
 
 表紙写真：会社全景  撮影：A.T. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


